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　「
令
和
四
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」、「
令
和
四
年
度
武
蔵
野
市
水
道
事

業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
」
お
よ
び
「
令
和
四
年
度
武
蔵
野
市 

下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」
は
、
九
月
二
十
日
に
設
置

さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同

日
に
各
会
計
決
算
の
事
項
別
説
明
を
受
け
た

後
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
四
日
間
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
（
二
・
三
面
に
決
算
特
別
委
員

会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

　
九
月
二
十
九
日
の
本
会
議
で
は
、
木
﨑 

剛 

決
算
特
別
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査

経
過
の
報
告
を
行
い
、
各
会
派
の
代
表
七
名

と
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
二
名
の
計
九
名
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
（
四
面
に
各
会
派
の
討

論
を
掲
載
）。
討
論
終
了
後
の
採
決
の
結
果
、

武
蔵
野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
で
認
定
さ
れ
、
そ
の
他
二
議
案
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
、
お
よ
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
回
定
例
会
は
九
月
五
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
二
十
二
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
四
年
度
武
蔵

野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
十
四
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
、
健
康
保
険
証
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員
提
出
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
　
市
議
会
定
例
会

下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
可
決

　
九
月
十
四
日
の
建
設
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
月
二
十
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
「
武
蔵
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
下
水
道
は
昭
和
四
十
年
代
に
集

中
的
に
整
備
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、
老
朽

化
対
策
等
の
事
業
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
本
条
例
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
経
営

の
た
め
、
下
水
道
総
合
計
画
見
直
し
及
び

下
水
道
事
業
経
営
の
在
り
方
等
検
討
委
員

会
よ
り
出
さ
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
て
下

水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
六
年
四
月
か
ら
、

一
か
月
当
た
り
の
基
本
使
用
料
は
四
百
九

十
円
か
ら
五
百
九
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

八
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
従
量
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
水
量
区
分
に
応
じ
て
、
一

立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
二
円
か
ら
八
円

ま
で
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

武
蔵
野
市
立
第
一
中
学
校
改
築

工
事
請
負
契
約
に
関
す
る
三
議

案
を
可
決

　
九
月
十
二
日
の
文
教
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
月
二
十
日
の
本
会
議
に
お
い

て
「
武
蔵
野
市
立
第
一
中
学
校
改
築
工
事

請
負
契
約
」
等
、
改
築
工
事
な
ら
び
に
電

気
お
よ
び
機
械
設
備
工
事
の
請
負
契
約
三

議
案
が
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
契
約
は
、
制
限
付
一
般
競
争
入
札
で
電

子
入
札
に
よ
り
執
行
し
、
工
事
内
容
は
校

舎
棟
お
よ
び
体
育
館
棟
の
改
築
な
ら
び
に

改
築
に
伴
う
電
気
お
よ
び
機
械
設
備
の
工

事
で
す
。

　
な
お
、
契
約
金
額
は
改
築
工
事
が
三
十

七
億
九
千
百
七
十
万
円
、
電
気
設
備
工
事

が
四
億
五
千
三
百
十
二
万
三
千
円
、
機
械

設
備
工
事
が
八
億
二
千
九
百
四
十
万
円
で
、

工
期
は
い
ず
れ
も
議
決
の
日
の
翌
日
か
ら

令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
予
定
で

す
。

●決算特別委員会審査概要 �  ２－３面

●決算に対する各会派の討論 �  ４面

●一般質問 �  ５－７面

●議案等審議結果一覧 �  ８面

●陳情審議結果 �  ８面

令
和
四
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
歳
入
は
七
百
九
十
三
億
円
、
一
般
会
計
歳
出
は
七
百
五
十
一
億
円

１面写真募集要領〈次回の締め切り　令和６年１月５日〉

●内　　容：�武蔵野市内（市域が一部含まれる公園、施設等を含む。）で応募者自
身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限ります（人
物が写っている場合は、必ずご本人の了承を得てください。）。� �
※インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲載が
主目的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展示（例えば、
コミセンや学校での展示など）は未発表とする。　

●規　　格：�①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４� �
②デジタルデータの場合� �
・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式� �
・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上� �
・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表：�採用された作品は、令和６年２月１日発行の市議会だよりに掲載する
予定です。ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合がありますの
であらかじめご了承ください。

●著 作 権：�作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だよ
り発行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用
の条件といたします。

●期　　限：令和６年１月５日（金曜日）当日消印有効

●応募方法：�撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影場所・
作品名・作品に関するコメント (100字程度 ) を明記のうえ、下記宛
先までご応募ください（本名以外での掲載を希望する場合、上記に加
え、ペンネーム（ふりがな）を明記してください。）。� �
作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、次号
以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合がありま
す。

●宛　　先：�〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28 �
武蔵野市議会事務局市議会だより担当� �
デジタルデータの場合はメールで �
ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで� �
（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮くだ
さい。）

「リスの楽しみ、見る楽しみ」
撮影：内田　眞一（武蔵野市）
場所：井の頭自然文化園　リスの小径（2011年４月28日）
もう12年も前、定年退職したばかりのときに井の頭自然文化園のリスの小径で撮った写真です。その１か月と少し前に
起きたばかりの、東日本大震災の衝撃と混乱を一瞬忘れさせるような静かな空間がありました。
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総
括
・
人
件
費

予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議
の

趣
旨
に
沿
う
執
行
で
あ
っ
た
か

総
務
費

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
へ

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
周
知
を

農
業
費
・
商
工
費

武
蔵
野
市
の
魅
力
あ
る
事
業
者
へ

適
切
な
支
援
を
求
む

令
和
四
年
度
予
算
に
対
し
て
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
増
築
お
よ
び
複
合
施
設
整
備

に
関
し
、
基
本
計
画
案
の
議
会
へ
の
報
告

な
ど
を
求
め
る
付
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
。

令
和
四
年
度
予
算
は
、
こ
の
決
議
の
趣
旨

に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
か
。

付
帯
決
議
を
受
け
て
、
武
蔵
野
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
充
実
検
討
有
識
者
会

議
を
設
置
し
た
ほ
か
、
市
議
会
全
員
協
議

会
を
二
回
開
催
し
た
。
そ
れ
ら
の
議
論
を

受
け
て
、
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

�

市
職
員
の
女
性
管
理
職
が
少
な
く
大

き
な
課
題
だ
が
、
何
が
要
因
と
考
え
る
か
。

昇
任
を
考
え
る
時
期
は
子
育
て
と
重

な
り
そ
の
後
親
の
介
護
を
担
う
よ
う
に
な

る
。
責
任
を
ど
こ
ま
で
負
え
る
か
、
自
身

の
能
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
結
果
、

昇
任
を
希
望
し
な
い
方
が
多
い
と
考
え
る
。

�

本
市
の
内
部
統
制
体
制
の
整
備
に
関

し
、
法
令
順
守
を
軽
視
し
た
よ
う
な
事
例

が
あ
り
、
監
査
委
員
か
ら
も
指
摘
が
あ
る

が
、
体
制
整
備
に
向
け
今
後
の
見
通
し
は
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
た
が
、
他
自
治
体
で
内
部

統
制
制
度
の
整
備
が
広
が
っ
て
お
り
、
令

和
六
年
度
に
基
本
方
針
を
策
定
予
定
だ
。

�

コ
ロ
ナ
禍
で
国
や
都
か
ら
の
支
援
が

足
り
な
い
と
感
じ
た
点
は
。
ま
た
市
内
へ

の
保
健
所
設
置
に
向
け
た
動
き
を
伺
う
。

情
報
が
十
分
に
来
な
い
中
で
試
行
錯

誤
を
重
ね
た
が
、
市
の
要
望
に
よ
り
療
養

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
つ
な
が
っ

た
。
保
健
所
機
能
は
、
都
の
報
告
書
の
中

で
市
町
村
と
の
連
携
強
化
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

�

決
算
に
お
け
る
不
用
額
に
つ
い
て
、

審
査
意
見
書
で
毎
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

不
用
額
減
少
に
向
け
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

予
算
編
成
段
階
か
ら
精
査
す
る
ほ
か
、

百
万
円
以
上
の
未
執
行
予
算
は
最
終
補
正

時
に
減
額
補
正
す
る
よ
う
周
知
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
他
自
治
体

へ
の
流
出
額
が
大
き
い
が
、
対
策
は
。

令
和
四
年
度
の
決
算
で
も
十
一
億
四

千
三
百
万
円
の
影
響
額
が
出
た
。
市
で
は

看
過
で
き
な
い
状
況
と
考
え
、
東
京
都
市

長
会
を
通
じ
、
廃
止
も
含
め
た
制
度
の
見

直
し
や
、
交
付
金
等
に
よ
る
減
収
補
塡
の

制
度
化
等
を
要
望
し
て
い
る
。

�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
カ
ー
ド
決

済
に
よ
る
納
税
は
、
便
利
だ
が
手
数
料
が

発
生
す
る
。
納
税
者
が
納
め
る
金
額
は
変

わ
ら
な
い
が
、
市
の
収
入
は
、
本
来
の
金

額
よ
り
も
手
数
料
の
分
が
減
少
し
て
し
ま

う
。
こ
の
影
響
や
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

個
人
市
民
税
等
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の

納
付
は
、
一
件
当
た
り
五
十
五
円
の
手
数

料
が
か
か
る
。
総
務
省
か
ら
は
金
融
機
関

の
手
数
料
を
適
正
に
支
払
う
よ
う
通
知
が

あ
り
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
市
民
の
方
に
子
ど
も
の
権

利
条
例
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
民
活
動
推
進
課
で
実
施
す
る
ど
こ

で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
学
校
等
に
出
向

い
て
の
説
明
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

た
、
各
課
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
子
ど
も

の
声
を
聞
く
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ
。

�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
申
請
に

事
前
予
約
が
必
要
な
理
由
を
伺
う
。
ま
た
、

本
市
の
制
度
開
始
か
ら
七
か
月
後
に
開
始

し
た
東
京
都
の
制
度
と
の
違
い
を
伺
う
。

市
独
自
の
制
度
で
あ
り
、
法
的
効
力

が
な
い
こ
と
等
の
説
明
を
丁
寧
に
行
う
た

め
だ
。
都
の
制
度
は
ど
ち
ら
か
が
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
が
要
件
だ
が
、

本
市
は
性
別
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
。

�

市
の
広
報
に
お
い
て
、
複
数
の
事
業

を
一
緒
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
、
横
断

的
な
広
報
を
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
に

周
知
が
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

横
の
連
携
を
取
る
こ
と
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
る
。
全
庁
的
に
広
報
広
聴
の
意

識
を
持
つ
た
め
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

�

公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
応
募
が
な
か
っ

た
吉
祥
寺
東
町
一
丁
目
市
有
地
利
活
用
事

業
の
今
後
の
進
め
方
を
伺
う
。
地
元
住
民

の
意
見
や
要
望
を
聞
き
再
検
討
し
て
は
。

分
野
横
断
的
な
事
業
の
た
め
既
存
の

補
助
制
度
が
活
用
で
き
ず
、
財
政
的
支
援

を
ど
う
行
う
か
整
理
が
必
要
だ
。
検
討
を

開
始
し
て
八
年
、
市
民
に
多
様
な
意
見
を

聞
い
て
き
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
大
き
く
変

え
ず
、
事
業
の
在
り
方
を
整
理
し
た
い
。

民
生
費

福
祉
総
合
相
談
窓
口
で

多
様
か
つ
複
合
的
な
課
題
の
解
決
を

福
祉
総
合
相
談
窓
口
は
コ
ロ
ナ
禍
で

ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
く
、
ど
の
程
度
継

続
し
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
の
か
。

引
き
こ
も
り
関
連
の
相
談
や
、
多
様

か
つ
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
相
談
が
多

い
。
福
祉
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
少

し
ず
つ
課
題
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
対
応

す
る
た
め
、
年
度
を
ま
た
ぐ
こ
と
も
あ
る
。

�

保
育
所
運
営
補
助
金
の
不
正
受
給
に

つ
い
て
、
返
還
金
額
の
算
定
方
法
は
。
ま

た
、
期
日
内
に
返
還
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
本
来
の

補
助
金
額
を
算
出
し
、
延
滞
利
息
を
含
め

て
返
還
金
額
を
確
定
し
た
。
正
式
な
入
金

が
確
認
で
き
し
だ
い
報
告
す
る
。

�

民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
支
援
は
事

業
目
的
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
見
解
は
。

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
よ
う
公
設
を
補
完
す
る
形
で
行
い
た
い
。

�

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
介
護
事
業
者
の
現

況
お
よ
び
介
護
人
材
確
保
の
課
題
を
伺
う
。

通
所
介
護
は
利
用
者
が
戻
っ
て
お
ら

ず
、
各
事
業
者
で
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る

な
ど
対
応
し
て
い
る
。
人
材
確
保
に
つ
い

て
は
介
護
職
・
看
護
職
Ｒ
ｅ
ス
タ
ー
ト
支

援
金
等
を
活
用
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
。

衛
生
費

武
蔵
境
駅
南
口
公
衆
ト
イ
レ
の

実
際
の
建
設
費
用
を
広
報
せ
よ

武
蔵
境
駅
南
口
公
衆
ト
イ
レ
の
実
際

の
建
設
費
用
に
つ
い
て
、
税
金
の
使
途
は

き
ち
ん
と
広
報
す
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

決
算
金
額
は
八
千
五
百
三
十
九
万
七

千
円
で
、
都
の
市
町
村
総
合
交
付
金
制
度

を
活
用
し
四
千
九
十
三
万
円
の
補
助
を
受

け
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
広
報
し
て
い
く
。

�

気
候
市
民
会
議
の
成
果
と
展
望
は
。

本
市
の
縮
図
の
よ
う
な
形
で
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
市
民
が
行

動
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
民
活
動
プ
ラ
ン

を
思
い
出
す
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ
。

�

保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
お
よ
び
複
合
施

設
整
備
に
つ
い
て
、
管
理
運
営
費
の
う
ち

千
二
百
四
十
万
円
を
設
計
の
た
め
に
支
出

し
て
い
る
が
、
理
由
を
伺
う
。

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
基
本
設
計
を

作
成
す
る
た
め
、
委
託
し
た
設
計
事
務
所

に
対
す
る
前
払
い
金
と
し
て
支
出
し
た
。

�

市
民
の
健
診
結
果
は
悪
化
傾
向
だ
が
、

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

健
診
を
受
け
た
だ
け
で
な
く
治
療
に

つ
な
が
る
こ
と
を
重
視
し
周
知
啓
発
す
る
。

�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
災
害
時
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
お
け
る
ご
み
発
電
の
想
定
は
。

基
本
的
な
枠
組
み
は
定
め
て
い
る
が
、

発
電
容
量
は
季
節
に
よ
り
変
わ
る
た
め
、

送
電
先
の
優
先
順
位
等
を
精
査
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
＋
Ｌ
Ａ
Ｂ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
（
コ
ラ
ボ
む
さ
し
の
）
の
事
業
目
的

や
成
果
、
課
題
、
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

歳
入
減
の
影
響
へ
の
対
応
は

歳

入

　令和４年度予算は、「誰もが安心して暮らし続けられるまちへ　くらしと地域を守り育む予算」として編成され
ました。
　令和４年度一般会計および３特別会計の歳入決算総額は1,095億7,111万円、歳出決算総額は1,047億3,088万円で、
48億4,023万円が令和５年度へ繰り越されました。水道事業会計の収益的収入および支出は、収入35億6,269万円、
支出35億9,484万円で、収益的収支は3,215万円のマイナスとなりました。下水道事業会計の収益的収入および支出
は、収入28億5,755万円、支出27億7,040万円で、収益的収支は8,715万円のプラスとなりました。
　普通会計で見る財政力指数は、単年度は1.517で、前年度に比べ0.103ポイント上昇し、３年間の平均は1.484で、
前年度と同率でした。公債費負担比率は2.6％で、前年度に比べ0.2ポイント低下しました。経常収支比率は81.2％で、
前年度に比べ3.0ポイント低下しました。東京都26市の平均を見ると、財政力指数（３年間平均）は0.947、公債費
負担比率は6.8％、経常収支比率は90.4％となっており、各市との比較では、いずれも良好な数値を保っています。
　以下は決算特別委員会における審査の概要です。

審査概要

歳 入 歳 出
751億1,408万円

人口１人当たり　53万4,913円
１世帯当たり　　100万7,331円

人口１人当たり　50万6,856円
１世帯当たり

その他
31億8,496万円
（4.0%）

792億7,194万円

市税
431億3,239万円
（54.4%）

市税
431億3,239万円
（54.4%）国庫支出金

127億8,217万円
（16.1%）

都支出金
81億4,290万円
（10.3%）

地方消費税交付金
38億6,500万円
（4.9%）

繰越金
38億4,221万円
（4.8%）

繰入金
23億1,113万円
（2.9%）

使用料及び手数料
15億4,718万円
（2.0%）

市債
4億6,400万円
（0.6%）

319億8,560万円
（42.6%）

民生費
319億8,560万円
（42.6%）

総務費
120億5,039万円
（16.0%）

その他 1億2,488万円（0.2%）

教育費
114億9,189万円
（15.3%）

衛生費
72億2,250万円
（9.6%）

土木費
67億8,698万円
（9.0%）

消防費
20億9,490万円
（2.8%）

商工費
14億6,462万円
（2.0%）

公債費
14億3,968万円
（1.9%） 議会費 4億5,265万円（0.6%）

95万4,496円

木﨑　剛　決算特別委員長

審査した特別委員
令和４年度決算審査に当
たった特別委員の氏名は、
次のとおり。

◎木﨑　　剛　○西園寺みきこ
　道場ひでのり　　深田貴美子
　本多　夏帆　　小林まさよし
　浜田けい子　　さこうもみ
　本間まさよ　　川名ゆうじ

◎印 委員長　 ○印 副委員長
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市
内
事
業
者
の
連
携
を
推
進
し
、
各

個
店
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

十
九
事
業
者
が
参
加
、
約
三
十
の
コ
ラ
ボ

商
品
が
実
現
し
た
。
令
和
四
年
度
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
多
く
の
来
場
が
あ
っ
た
が
、
商

品
供
給
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
課

題
。
令
和
五
年
度
は
、
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
店
で
分
散
化
を
図
る
等
試
行
す
る
。

�

く
ら
し
地
域
応
援
券
事
業
の
展
望
は
。

紙
で
応
援
券
を
発
行
し
た
が
、
今
後

デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
の
か
等
検
討
し
た
い
。

�

肥
料
価
格
上
昇
対
応
臨
時
補
助
金
の

評
価
と
課
題
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。　

上
限
の
十
万
円
に
達
し
た
の
は
三
経

営
体
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
補
助
金
額
は

適
正
だ
。
令
和
五
年
度
は
、
補
助
範
囲
を

消
耗
品
等
に
も
広
げ
て
対
応
し
た
い
。

土
木
費

大
木
・
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

二
〇
〇
〇
計
画
の
見
通
し
は

大
木
・
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
二
〇
〇
〇

計
画
の
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

現
在
、
二
千
二
百
七
十
六
本
を
指
定

し
て
い
る
が
、
民
間
の
樹
木
は
減
少
傾
向

で
あ
り
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
樹
木
で

補
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
本
数
に
こ
だ

わ
ら
ず
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

�

二
十
三
区
で
は
安
全
性
の
点
か
ら
公

園
の
遊
具
が
減
少
し
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
る
が
、
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

本
市
に
お
い
て
は
遊
具
が
減
っ
て
い

る
こ
と
は
な
く
、
新
設
の
公
園
に
も
、
希

望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
設
置
し
て
い
る
。

�
自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
向
上
に

関
し
、
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

安
全
利
用
講
習
会
等
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
、
三
鷹
市
と
連
携
し
て
啓
発

活
動
を
始
め
た
。
今
後
、
子
育
て
中
の
方

も
講
習
会
へ
参
加
で
き
る
工
夫
を
し
た
い
。

�

東
京
都
が
定
め
る
都
市
計
画
道
路
の

整
備
方
針
に
関
し
、
第
五
次
事
業
化
計
画

の
策
定
へ
の
市
民
参
加
を
ど
う
考
え
る
か
。

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
未
定
だ
が
、

都
が
今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
示

し
た
場
合
は
、
近
隣
市
区
の
状
況
や
市
民

の
意
向
を
踏
ま
え
整
備
路
線
を
考
え
た
い
。

教
育
費

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と

学
ぶ
権
利
の
保
障
を

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
や
学

ぶ
権
利
の
保
障
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
対

応
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
が
見
解
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
は
今
後
の
多
様
な

支
援
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
学
級
担

任
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
と
り
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

�

他
市
は
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の

設
置
校
数
が
本
市
よ
り
多
く
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
市

は
学
級
設
置
校
が
少
な
い
た
め
、
支
援
体

制
が
十
分
で
な
い
と
感
じ
る
が
見
解
は
。

市
に
よ
っ
て
設
置
校
の
数
等
さ
ま
ざ

ま
な
違
い
が
あ
る
が
、
本
市
の
中
学
生
に

は
、
小
学
生
と
の
体
力
の
違
い
や
発
達
段

階
へ
の
対
応
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
を

使
用
し
て
の
登
下
校
を
お
願
い
し
て
い
る
。

�

図
書
館
の
学
校
教
育
へ
の
活
用
等
の

観
点
か
ら
、
小
学
生
の
図
書
館
見
学
や
図

書
館
と
学
校
の
連
携
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

図
書
館
職
員
と
司
書
教
諭
の
連
絡
会

等
で
見
学
の
周
知
を
し
て
い
る
。
見
学
に

来
て
い
な
い
学
校
の
理
由
を
把
握
し
、
連

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
制
度
を

持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
に
は

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
〉

繰
入
金
の
状
況
も
含
め
、
国
保
財
政

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
制
度
を
持
続

可
能
に
す
る
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

法
定
外
繰
入
金
は
二
十
六
市
の
中
で

も
特
に
多
い
。
国
や
都
に
は
要
望
を
毎
年

出
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
財
政
健
全
化

計
画
に
基
づ
き
赤
字
削
減
に
努
め
た
い
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

介
護
職
・
看
護
職
Ｒ
ｅ
ス
タ
ー
ト
支

援
金
制
度
の
申
請
者
の
定
着
状
況
は
。
ま

た
、
交
付
金
額
等
の
見
直
し
を
図
っ
て
は
。

交
付
要
件
達
成
後
、
定
着
状
況
の
件

数
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
施
設
長
会

等
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
参
考
と
し
た
い
。

第
九
期
介
護
保
険
事
業
計
画
専
門
部
会
で

も
人
材
に
関
す
る
意
見
を
多
く
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

水
道
事
業
会
計

電
気
代
高
騰
で
都
か
ら
の
受
水
増
加

水
道
財
政
へ
の
影
響
は

電
気
代
高
騰
に
よ
る
地
下
水
の
く
み

上
げ
コ
ス
ト
増
加
の
た
め
都
か
ら
の
受
水

量
を
増
や
し
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
全
体

の
費
用
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

下
水
道
事
業
会
計

雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
に
よ
る

効
果
は
出
て
い
る
か

雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
に
よ
る
効
果

は
出
て
い
る
か
伺
う
。

わ
ん
ぱ
く
公
園
へ
の
設
置
後
に
台
風

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
が
あ
っ
た
が
、
浸
水
被

害
等
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

監
査
意
見
書

〈
一
般
会
計
、
三
特
別
会
計
〉

　

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
お
よ
び
付

属
書
類
は
、
法
令
に
適
合
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿

お
よ
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
正

確
で
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務
処
理

は
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運
用
状
況
を
示

す
書
類
の
金
額
は
、
基
金
出
納
簿
お
よ
び

証
書
類
と
符
合
し
、
計
数
は
正
確
な
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

　

決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
そ
の

他
関
係
法
令
に
適
合
し
、
か
つ
、
正
確
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の
経

営
成
績
お
よ
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示

し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

　

決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
そ
の

他
関
係
法
令
に
適
合
し
、
か
つ
、
正
確
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
諸
表
は
、
下
水
道
事
業
の

経
営
成
績
お
よ
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

�

監
査
委
員　

小
島
麻
里

�

深
沢
達
也

携
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

�

入
札
不
調
が
発
生
し
て
い
る
学
校
改

築
に
つ
い
て
、
庁
内
の
連
携
を
取
っ
て
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
今
後
の
改
築
を

ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
心
構
え
を
伺
う
。

発
注
に
際
し
て
庁
内
の
検
討
会
を
設

置
し
、
総
合
評
価
方
式
を
採
用
し
た
が
不

調
と
な
っ
た
。
今
後
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
等
で
現
状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

消
防
費

見
直
し
後
の
地
域
防
災
計
画
で

早
急
に
対
応
す
べ
き
課
題
は
何
か

令
和
四
年
度
に
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
計
画
の
中
で
早
急

に
対
応
す
べ
き
課
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

災
害
時
地
域
支
え
合
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
在
り
方
の
検
討
や
、
災
害
時
要
配
慮

者
の
対
応
の
実
効
性
等
が
課
題
で
あ
る
。

関
係
者
や
関
係
部
署
が
多
く
、
調
整
が
困

難
で
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
が
、
今
後
も
丁
寧
に
進
め
た
い
。

�

防
災
安
全
メ
ー
ル
の
設
定
変
更
に
百

四
十
六
万
円
支
出
し
て
い
る
が
、
内
容
は
。

警
報
が
出
る
と
連
動
し
て
防
災
安
全

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
発
信
さ
れ
、
職
員
が

参
集
し
な
く
て
も
自
動
的
に
警
報
の
内
容

が
メ
ー
ル
等
で
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

く
み
上
げ
井
戸
の
能
力
と
都
か
ら
の

受
水
費
用
を
見
て
、
最
も
効
率
的
な
形
で

運
用
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

決算特別委員会 審査概要
※令和４年度（令和４年４月から令和５年３月まで）
　決算の審査内容を掲載しています。決算特別委員会の審査風景

歳 入 歳 出
751億1,408万円

人口１人当たり　53万4,913円
１世帯当たり　　100万7,331円

人口１人当たり　50万6,856円
１世帯当たり

その他
31億8,496万円
（4.0%）

792億7,194万円

市税
431億3,239万円
（54.4%）

市税
431億3,239万円
（54.4%）国庫支出金

127億8,217万円
（16.1%）

都支出金
81億4,290万円
（10.3%）

地方消費税交付金
38億6,500万円
（4.9%）

繰越金
38億4,221万円
（4.8%）

繰入金
23億1,113万円
（2.9%）

使用料及び手数料
15億4,718万円
（2.0%）

市債
4億6,400万円
（0.6%）

319億8,560万円
（42.6%）

民生費
319億8,560万円
（42.6%）

総務費
120億5,039万円
（16.0%）

その他 1億2,488万円（0.2%）

教育費
114億9,189万円
（15.3%）

衛生費
72億2,250万円
（9.6%）

土木費
67億8,698万円
（9.0%）

消防費
20億9,490万円
（2.8%）

商工費
14億6,462万円
（2.0%）

公債費
14億3,968万円
（1.9%） 議会費 4億5,265万円（0.6%）

95万4,496円

一般会計歳入決算の内訳
および歳出決算の目的別内訳
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各会派の討論
決算に対する

自由民主・市民クラブ

市は隠し事なく議会と問題意識を共有し、
市民の最善の利益を追求する市政運営を求める
①②③賛成

　令和４年度決算は、会派内で反対の
声もあったが、コロナ禍の影響やロシ
アによるウクライナへの軍事侵攻等に
より想定以上の混乱があったことを踏
まえ、市が議会と問題意識を共有し、
市民の最善の利益を追求するための市
政運営が行われることを強く期待して
賛成とした。しかし、次の事業につい
ては指摘したい。まず、第一中学校改
築工事入札不調は、予算・工期に見誤
りがあり、児童生徒など市民生活に影
響を与えることになった。この教訓を

今後の公共施設再整備に生かしてほし
い。次に、吉祥寺東町１丁目市有地利
活用事業は、コンセプト・事業内容等
の問題を指摘してきたが、入札不調で
あった。地元住民の意見を聴いて前に
進めてほしい。また、吉祥寺本町１丁
目27番街区の土地は、裏付けのない限
定価格での評価により購入され、必要
以上に多額の税金を投入したといえる。
市政運営にあたっては、市関係者にこ
れまで以上の強い問題意識を持ってほ
しい。今後の大きな変化を期待する。

小林まさよし　議員

みらいのムサシノ

市民一人一人の声に寄り添った
武蔵野市らしい市政運営を
①②③賛成

　コロナウイルス感染症への対応が継
続する中で、ウクライナ侵攻によるエ
ネルギー価格や物価の高騰等も発生し、
先を見通すことも難しく、対応に苦慮
する場面も多かったと推察するが、市
民の命と暮らしを守るため奮闘された
ことを高く評価する。市税収入は市民
の方々の担税力に支えられ、８％増と
非常に順調だったが、ふるさと納税に
よる税収の流出は拡大する一方で、制
度の見直しを求めるなどの根本的対策
が必要である。コロナの感染対策が引

き続き必要な中、対面イベントも徐々
に再開され、コロナ禍で広まったオン
ラインイベントとの併用開催など、新
しい試みも多い一年だった。気候市民
会議の開催など、市民の声を丁寧に聞
く施策や武蔵野市らしい事業も実施さ
れ、大きな成果を出している。厳しい
社会情勢の中、格差の拡大、二極化の
問題も広がっており、公の役割として、
誰一人取り残すことなく丁寧に取り組
む必要がある。今後も、市民一人一人
の声に寄り添った市政運営を求める。

さこうもみ　議員

市議会公明党

公平・公正なベーシックサービスで
市民に寄り添う市政運営を
①②③賛成

　令和４年度予算は「誰もが安心して
暮らし続けられるまちへ　くらしと地
域を守り育む予算」として編成された。
新型コロナウイルス感染症がさらに感
染拡大したうえ、ロシアによるウクラ
イナ侵攻や円安への為替変動等でエネ
ルギー価格や物価が高騰したことが、
市民生活や社会経済に大きな影響を及
ぼした。市はこれまでの経験や課題を
報告書としてまとめているが、それら
を未来への教訓とすることと、今後持
続可能な市政運営にどう取り組むかと

いう観点を持つことが必要だ。歳出面
では、不用額が令和３年度から約７億
５千万円増加しており、抑制に努めて
もらいたい。６回の補正予算を計上し、
新型コロナウイルス感染症ワクチン接
種事業や、第３弾となるくらし地域応
援券事業を実施し効果を上げたこと、
業務のＩＣＴ化が進んだことも成果と
考え、さらに自治体ＤＸの推進をお願
いする。今後も堅実な財政運営を心が
け、市民に寄り添う市政運営をお願い
し、賛成とする。

浜田けい子　議員

日本維新の会武蔵野市議団

抜本的な行財政改革と説明責任を果たし
市民が願う安全と安心の市政へ転換せよ
①反対　②③賛成

　住民投票条例の騒動以来、大きく崩
れた市民の信頼を取り戻す市政であっ
たかという視点で審査に臨んだ。施政
方針と予算措置は市民ニーズと大きく
かい離し、抜本的な行財政改革が停滞
している。市役所を頂点とする大きな
政府ではなく、財政援助出資団体の統
合および必要性の検討が必要だ。また、
会計処理の見える化にも努めるべきだ。
さらに、第六次総合情報化基本計画で
はＩＣＴを活用したまちづくりの推進
をうたっているが、具体的な成果や取

り組みが見られない。財政ひっ迫を解
消する努力もせず、公共施設の複合化
・多機能化によるコスト削減も行わず、
市民の住環境を圧迫するまちづくりで、
人口増加に頼る財政予測を果たして計
画行政と呼べるか疑問が残る。議会軽
視は市民軽視につながる。すべては市
民の財産であり、法令順守の下、説明
責任を果たせる市政でなければならな
い。市民の願う安全安心の市政への転
換を強く要望し、一般会計決算の認定
には反対し、他の会計に賛成する。

深田貴美子　議員

ワクワクはたらく

コロナ禍の振り返りを経て、事業やサービスの
精度向上に取り組み、新たな価値の提供を
①②③賛成

　審査を通じてコロナ禍の影響の大き
さを感じた。情報の共有やデータに基
づく議論、データの活用はとても大切
であり、今回の決算資料の記載ミスは
仕組みの部分から改善を求める。また、
コロナ禍でＩＣＴの活用状況も劇的に
変化しており、特に不登校支援の分野
へ積極的に活用することを強く求める。
　会派としては、現在市が行っている
サービスや事業の精度を高めることに
注目している。毎年新規事業に取り組
んでいるが、既存の事業をもっと改善

できないか、より良い成果につなげら
れないか、コロナ禍が少しずつ落ち着
いてきた今こそ、そういった点に比重
を移してほしい。そして、行政が提供
すべき機能やサービスを、根本的な部
分から練り上げ、新たな価値の提供に
つなげてほしい。そのためには、徹底
的な調査分析や市民との対話から実態
やニーズを捉え、寄り添う姿勢がお互
いに大切である。今後より実態に即し
た着実な市政運営を行っていただくよ
うお願いし、賛成する。

本多夏帆　議員

立憲民主ネット

コロナ禍においても堅実な財政は評価するが、
予算執行後の評価を確実に行うことを提案
①②③賛成

　令和４年度はロシアによるウクライ
ナ侵攻を発端とした物価や人件費の高
騰など予期せぬ事態もあった。教育現
場でも他自治体で民間給食事業者の自
己破産により給食提供ができない事件
があった中、本市の学校給食が物価高
騰に見舞われても不確実性から免れて
いることの価値を痛感した。こうした
状況下でも、本市の財政面は極めて優
秀な年度となった。これは単年度だけ
ではなく長年の努力のたまものである
と評価する。決算審査に際し、必要性、

効率性、有効性の観点から評価を行い、
予算の執行額だけでなく、執行後どの
ように市民福祉に結びつくのかの成果
に着目し審査した。その中で、予算で
は熱心に説明しても決算では触れられ
ていない事例があり、事業執行を次年
度予算に反映するという決算審査の目
的が果たせなくなってしまうため、改
善を提案する。令和４年度は物価高騰
など先の見えない年度であったが、今
後もゆとりのあるペースで的確に業務
を進めるよう提案し、賛成する。

川名ゆうじ　議員

　９月29日の本会議で決算に対する各会派の賛否の討論が行われました。
以下はその要旨です。このほかに、会派に属さない山本ひとみ議員の賛成
討論、下田ひろき議員の、①は反対し、その他の決算に賛成する討論もあ
りました。各会派の構成は８面に掲載しております。
　決算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継または会議録
でご覧いただけます。会議録は11月下旬以降、各市立図書館、各コミュニ
ティセンター、市役所７階市政資料コーナー、または市議会ホームページ
において閲覧することができます。
①令和４年度武蔵野市決算の認定について
②令和４年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
③令和４年度武蔵野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

日本共産党武蔵野市議団

新型コロナや物価高騰対策をはじめ、命と
暮らし、地域経済を支援する施策を評価する
①②③賛成

　2022年度は、ロシアによるウクライ
ナ侵略が世界中に重大な影響を及ぼし
た年であった。新型コロナウイルス感
染症も感染が拡大し、重大な事態が続
いた。こうした状況下で、市独自の自
宅療養者支援センターによる食料品等
の感染者への支援や感染対策の実施を
評価する。また、物価高騰対策として、
くらし地域応援券の発行、保育施設等
への食材費や光熱費の支援など、きめ
細かく手厚い支援が行われた。平和に
ついては、憲法施行75周年にあたり、

憲法手帳の増刷、長崎への青少年平和
交流派遣団の派遣が行われ、核の脅威
を具体的に感じとってもらう貴重な機
会となった。18歳までの医療費無償化
は、国保の国庫負担金減額というペナ
ルティによる、市財政への影響を明ら
かにすべきだ。また、学校給食の無償
化や補聴器の購入助成も広がっており、
早急な実施を求める。さらに、株式会
社の保育所補助金不正受給問題につい
ては、補助金の原資は市民の税金であ
り市として厳格な対応を求め賛成する。

本間まさよ　議員
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　小美濃安弘　議員

障害があるすべての人が住み慣れた地域で安心して自分らし
く生活できることが市の障害者福祉の基本方針と考えてよいか。
第６期障害福祉計画の基本目標であり、市の基本方針である。
わくらす武蔵野の入所基準は原則18歳以上だが、高校３年生
の卒業見込みの生徒まで拡大することについて、見解は。
卒業後の生活状況等を考慮し、事業者と意見交換したい。
知的障害の重度訪問介護利用は２名だ。拡充を望むが見解は。
個々の状況を聞き取り、適切な支援につなげることが重要だ。
保育所の補助金不正受給に関し、被害届の提出など厳正なる
対処をし、市民や議会への説明責任を果たしてほしいが見解は。
公訴時効を迎えており難しいが、弁護士とさまざまな手法を
検討する。また市民や議会に対し分かりやすい説明に努めたい。

　三島杉子　議員

学校給食無償化を求めるが、見解を伺う。
重要施策であり、第六期長期計画・調整計画策定の過程で議
会や市民との意見交換を行い、理解を得たうえで実施したい。
学校長期休業中の学童クラブでの昼食提供を求めるが見解は。
保護者会実施の弁当配食は、保護者の負担軽減の方策の検討
も含め、学童クラブ運営主体の子ども協会等と協議したい。
東部地域に青年まで対象の児童館設置を求めるが見解は。
既存施設の活用も含め、子どもの居場所を検討したい。
地域生活支援事業を活用した代筆・代読支援拡充への見解は。
他自治体も参考に支援の仕組みについて研究していきたい。
送迎つきの放課後等デイサービスの日数制限を解除しては。
事業所と相談して利用の公平性を担保し、可能性を検討する。

　下田ひろき　議員

市長が次期衆議院議員選挙に出馬し、国政に出るのではない
かとのうわさがある。西東京市で政治活動を始め、田無駅北口
で街頭演説会をしたと聞くが事実か伺う。
個人の政治活動に関することであり、議会の場でお答えすべ
きことではないため、答弁を差し控える。
市長の政治活動等に関する国会議員や元市長のＳＮＳでの投
稿に関して、反論や見解はあるか伺う。
インターネットなどに流布されているデマやひぼう中傷が社
会問題となっており、非常に課題だという認識を持っている。
　このほか、銭湯支援、歩道の街路樹・植栽の維持管理、新型
コロナウイルス感染症ワクチンの副反応に関する周知について
の質問がありました。

　笹岡ゆうこ　議員

　大野あつ子　議員

福祉避難室「おもいやりルーム」について①該当者が多く、
不足することはないか②母子避難所の設置について見解は。
①在宅避難の周知啓発をする②他自治体の事例を研究する。
避難所運営に子どもたちの活用が検討されているが、ＰＴＳ
Ｄを防止する心のケアについて取り組むべきでは。
学校関係者と連携した、組織的な対応が重要であると考える。
高齢者の在宅避難は、孤立しない情報提供の工夫が必要では。
情報提供の在り方やつながり方は今後検討し取り組んでいく。
本市の給食の安全への取り組みは半世紀にわたり理念を継承
してきたが、今後も質を維持するため調理指針を条例化しては。
指針の理念は非常に大切で今後も引き継いでいくが、栄養価
等の基準の変更に柔軟に対応するため条例化は考えていない。

これまで脈々と続けられてきた市民自治の歴史を踏まえ、武
蔵野市民に特化した住民投票制度の論点整理が必要では。
住民投票制度は、より進んだ市民参加を実現する手法と捉え
ており、本市の市民自治にふさわしい制度となるよう検討する。
歴史・文化・芸術に関する資源が豊富な本市の特徴を生かし
た面的なシティプロモーションを強化するべきではないか。
それぞれの要素を効果的に発信し、市民の愛着や誇りを高め、
広い対象への効果的なプロモーションの在り方を研究したい。
ひきこもり支援における当事者や家族に対するアプローチは。
ひきこもり等の当事者団体へ委託するなど、経験の中からの
支援や相談により安心感が得られるよう努めており、支援事業
に参加しやすいよう他自治体と連携し、広域支援も行っている。

　与座 武 議員

本市の学校教育が直面している課題と対応について見解は。
社会に開かれた教育課程の実現、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実の実現のため、授業観を転換させていくこと
が課題だ。本市の学校教育は子どもと教員、地域社会のウエル
ビーイングの実現を目指しており、その視点を大切にしたい。
教科担任制に類似する市講師制度は①長時間労働の是正・働
き方改革につながるものか②時間割調整が複雑化していないか。
①持ちこま数、在校時間ともに縮減し、働き方改革につなが
っている②調整が複雑化しているため、各校にて工夫している。
交流市町村協議会以外の市町村との災害時相互支援は可能か。
明確なルールはないが、所管課が主体的に情報共有し、必要
に応じて防災課を通じて支援することを改めて庁内に周知する。

　山本ひとみ　議員

今年で100年目となる1923年９月１日の関東大震災では、流
言飛語により犠牲となった朝鮮人・中国人もいる。流言飛語や
デマを出さない、拡散させない取り組みをどのように行うか。
大震災のときに起きた不幸な事実から目を背けず、一人一人
が正しい情報を入手し、考えを発信していくことが必要である。
中学校の知的障がい特別支援学級の生徒は、社会的な自立に
つながるよう自力で公共交通機関を利用しているとのことだが、
自立の在り方を一律に強要してはいけないと考えるが見解は。
個別の生徒への対応については今後検討していきたい。
精神科の滝山病院で、入院患者への虐待・死亡退院などが報
道されたが、本市の生活保護利用者は何人入院しているか。
現在はゼロ人で、平成30年度から令和３年度までは１人だ。

　第３回定例会では９月５日、６日、７日に22名の議員から一般質問が行わ
れました。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、11月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コ
ミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会
ホームページの会議録検索（第３回定例会分は11月30日登録予定）、イン
ターネット議会中継でご覧いただけます。

※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に
対し、事務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や
報告を求めたりすることをいいます。

一一一 般般般 質質質 問問問 歴史観に立った住民投票制度の
論点整理を望む

子育てと介護の視点からの防災対策と、
給食の質の維持を求める

松下市長の今後の
政治家としての歩みを伺う

関東大震災から100年私たちは何を学ぶか
流言飛語やデマを出さない取り組みを

個別最適な学びと協働的な学びの実現のため、
本市の学校教育が直面している課題は

学校給食無償化、学童クラブでの昼食提供、
児童館増設、障がい者の権利推進を求める

障害があるすべての人が住み慣れた地域で
暮らし続けるという基本方針を順守せよ
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改築された中央高架下公園の運営状況は

少子化対策・子育て支援の一環として
学校給食の無償化を 命を守る防災教育と家族介護者支援を

市職員の女性管理職比率20％を目指し
不妊治療と仕事の両立支援などを求める

攻めのスタートアップ・事業承継支援と
職員の政策形成能力強化を求める

インクルーシブ教育の前進、安全・安心の
まちづくり、適正な契約の実施を願う

「命」を、「暮らし」を大切にする
多様な取り組みを望む

中央高架下公園の運営に関し、高架橋脚があるため、死角の
心配があり、防犯カメラが設置されたが、運用と考え方は。

２基の防犯カメラを試行設置し、画角などを確認している。
試行の結果、一定の評価があれば、他の公園にも防犯カメラ

の設置を随時拡大していくのか。
現在、中央高架下公園のカメラの映り込み状況を確認してい

る段階で、今後の全体的な方針は立てていないが、この状況を
見ながら、他の公園にも拡充したいと考えている。

高齢者が運転操作ミスにより、思いもしない事故を起こすこ
とは悲劇である。自動車運転免許返納に関し、市の見解を伺う。

免許返納制度がある一方で、個々の運動能力や生活習慣には
違いがあり、一律に免許返納を促進するのは難しいと考える。

小・中学校の給食無償化について、見解と現在の進捗状況は。
子育て支援の観点からも重要な施策だが、第六期長期計画・

調整計画の議論を踏まえて判断したい。また、国や都に対し、
法改正を伴う制度としての無償化や財政援助を要望している。

小・中学校の通学時の携行品の重量化について、対策は。
教室後方に棚等を作成し、置き勉がしやすい環境にしている。
交 差 点 名 称 や 道 路 標 識 の 英 語 表 記 が、Gosho　dori、 

5th　Elem.　Sch.等、統一性がないが見解は。
標識の建て替えや改修に合わせ、必要に応じ改善している。
近隣市のシルバー人材センターで、登下校時の児童生徒の交

通安全見守りを仕事で行っているが、本市でも取り組めないか。
公共性、公益性の高い分野で就業に積極的に取り組みたい。

防災教育ポータルサイトの授業や防災訓練での活用状況は。
学校では、毎月実施している安全指導の中で活用している。
本市での気象防災アドバイザーの活用について、見解を伺う。
他市の事例の情報収集を行い、本市で活用できるか検討する。
防災士の資格取得に係る講座費用の補助が必要だが見解は。
防災推進員の能力向上の一環として、必要に応じ検討する。
軽度認知障害の段階でもの忘れ相談医につなげる取り組みは。
早期発見が重要であり、相談窓口の認知度を一層高めていく。
ヤングケアラー支援について、福祉分野と教育分野が連携し

て支援していく方針を計画にも反映させるという認識でよいか。
重大な課題と考えている。視察や事例検討等を通じて連携方

法を検討し、研修を行い理解を深め、計画にも明記したい。

市職員の女性管理職比率と目標値の20％を達成するための課
題を伺う。また、不妊治療と仕事の両立支援の実施状況は。

13.8％と過去10年で約２倍となった。管理職を希望するにあ
たり家事や子育て、介護等との両立が課題だ。また、不妊治療
との両立支援は新任課長研修等で伝え、情報共有している。

男性へのHPVワクチンの接種勧奨や助成の検討状況を伺う。
実施自治体は限定的だが、国や自治体の動向に関し情報収集

に努める。接種可能な医療機関について市民周知も検討したい。
青少年平和交流派遣事業のフォローアップ体制と市の見解は。
過去の参加者に対して平和への関心等に関するアンケートを

検討する。次世代への継承が課題であり平和施策のあり方懇談
会の意見も参考に若い世代が企画する平和事業等に取り組む。

スタートアップや事業承継支援では、経営人材の育成が重要
である。他市事例を参考に攻めの支援を行ってほしいが見解は。

現在、第三期武蔵野市産業振興計画を策定中であり、どのよ
うに攻めの姿勢を打ち出せるかを議論して取り組んでいきたい。

自治体シンクタンクの設置やデータサイエンティストの採用
により、データ分析・政策形成能力の強化が可能となる。子育
て・都市計画・シティプロモーション等、あらゆる行政分野で
の調査研究能力の底上げになり、住民ニーズに応えられる政策
立案が可能になると考えるが、設置や採用の可能性はあるか。

多摩・島しょ地域市町村共同のシンクタンクである東京市町
村自治調査会に職員を派遣しており単独設置の必要はない。 
データ分析の専門人材の採用予定はなく研修派遣等で対応する。

特別支援学級等を作り障害を持つ子どもを分けてしまう日本
のシステムでは本当のインクルーシブ教育にならないが見解は。

個別の教育的ニーズに対応するために特別支援学級等があり、
通常学級との交流および共同学習を行うことが大切だと考える。

安全・安心のまちづくりにおける、ブルーキャップとミッド
ナイトパトロールの今後の対応と人員強化について見解を伺う。

ブルーキャップ等事業者と定期的に協議と調整を行い、客引
き行為等に対し口頭注意を粘り強く行う。まずは現在の体制や
制度の中で最善を尽くし、必要に応じて人員増加を検討する。

契約に関し定期監査で毎年指摘があるが現状と今後の対応は。
毎年同様の誤りがあり残念だ。研修やシステム改修を重ねチ

ェック体制を整える等、不断の努力で庁内全体の理解を深める。

身近な人の死に向き合う市民へのサポート体制を伺う。
お悔やみサービスに関する庁内検討プロジェクトチームで手

続きだけでなく、ご遺族に寄り添ったサービスも検討したい。
死への不安などを一緒に考えられる取り組みについて見解は。
相談や気持ちの共有ができるさまざまな場所がある。自分に

合う居場所があることなど、尊厳を持って最期までその人らし
く生きるにはどのようにしたらよいかという視点で考えたい。

子育てに必要なハード面の整備について、周辺エリアの整備
状況を加味し、施設改修内容検討の際に議論に入れられるのか。

市内に１つ、三駅に１つずつ、地域ごとという三層構造に基
づく公共施設整備の議論のそ上には載っていないが、今後の子
どもプランの議論の中で本市の考え方を整理できると考える。

道場ひでのり　議員

きくち由美子　議員 浜田けい子　議員

さこうもみ　議員 東山あきお　議員

宮代一利　議員 本多夏帆　議員

一一一 般般般
質質質 問問問
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保育所運営事業者による補助金不正受給問題
の全容解明を求める

給食費の無償化、ＨＰＶワクチンの男性へ
の接種助成、ごみ隔週回収等の方針は

自然の村の安全管理の姿勢が揺らいでいる
安全で安心な運営体制を整備せよ

学童クラブでの配食弁当と
東部地域に児童館、青少年施設を求める

市民の安心・安全を最優先にした
計画行政を求める

学校改築と動物飼育教育、ペット同行避難、
生命を守るエアコン設置支援の展望は

被保険者に不利益が生じないよう
健康保険証の廃止の中止を求める

コスモズ補助金不正受給、二中・六中統合、
保健センター増築計画問題等を伺う

不正受給が問題となった保育所の補助金等は市民の税金が原
資だが、事業者の不誠実な対応に関し市長の見解は。
大切な税金が不正に使われた事実を受け止め厳しく対処する。
返還すべき金額はいつまでに確定させ、返還を求めるのか。
できる限り早く正確な不正金額を把握し、利息も含め返還を
求めたいと考えるが、適宜弁護士と相談しながら検討していく。
７月に行われた当該事業者の臨時株主総会で、前理事長に約
２億9,500万円の退職慰労金支給が議決されたと聞く。株式の
大半は前理事長が保有していると聞くが、市は説明を受けたか。
事業者から一切の説明がなく、正確な確認は取れていない。

　このほか、補聴器購入費助成、児童相談所の増設についての
質問がありました。

市内でのHPVワクチンの２価、４価、９価ごとの接種率は。
令和５年６月末時点でキャッチアップを含め延べ460人が接
種した。内訳は２価、４価ワクチン接種者が83人で接種比率
18.0％、９価ワクチン接種者が377人で接種比率82.0％である。
男性は任意接種となり費用負担が大きいが費用助成の考えは。
まだ限られた自治体でのみ実施しており、今後の国や他自治
体の動向を注視し情報収集に努め、医師会と協議を行っていく。
学校給食を無償化した場合の効果と課題について見解は。
経常的な財政負担を伴うが、子育て支援や食育の点で重要だ。
ペットボトルの隔週回収は不便だと市民の声があるが見解は。
令和２年９月の検証でごみ量削減の効果が認められており、
現在見直す予定はないが、市民意見を聞きごみ行政を推進する。

自然の村の安全管理面に不安を感じている。劣化が進んだ施
設等が多く、専門家も入れた総点検と緊急改修が必要では。
大規模改修に向けて専門事業者に現況調査を委託し、早急に
対応すべき事項があれば順次修繕を実施する。
自然の村の指定管理者である文化生涯学習事業団による安全
確認のしかたが、市の点検チェック項目と統一されていなかっ
たのであれば、安全管理が非常に甘いのではないか。
令和４年度から法的には検査対象外の構造物も施設劣化度調
査のチェック項目に加えた。今後事業団と共有していきたい。
最低賃金改定に伴い、指定管理者制度により行われるコミュ
ニティセンターの管理業務における謝礼金額も上げるべきでは。
謝礼金額が適正かどうかは今後議論していく必要がある。

長期休み中の子どもの食、健康を保つことを目的に、早期に
学童クラブでの配食弁当を実施すべきと考えるが、見解を伺う。
共働き家庭の増加、働き方や家族構成の多様化等により、子
どもの昼食を用意することが難しい家庭があることも念頭に置
き、今後、昼食の在り方については検討していきたい。
桜堤児童館、プレイスの青少年フロアの東部地域からの利用
率を伺う。利用率が少ないとすれば、東部地域に児童館や青少
年施設を設けるべきではないか。例えば、移転・新築する本町
コミュニティセンターのスペースを活用しては。
児童館は東部と中部地区の合計で1.4％であり、プレイスは
中学生だと西部地区からの利用が多い。本町コミュニティセン
ターにスペースを設けるかは、事業手法等と併せて検討したい。

吉祥寺南病院の地区計画案と森本病院入院病床の現況を伺う。
吉祥寺南病院は、まちづくり協議会から判断保留の依頼文書
が提出され、手続きは停止中である。森本病院は休止中である。
市町村は保健・医療提供体制の構築が責務だが、両病院の合
併再建を前提とした地域医療ビジョン2017を改定すべきでは。
コロナ禍が病院経営へ影響した。新病院建設を見守っている。
二中と六中の統廃合や二小移設に関し、①学校施設整備基本
方針・基本計画改定は必要か②教育の質や適正規模への見解は。
①令和８年度に改定予定だ②統合の要否等を検討するか第六
期長期計画・調整計画の策定で議論されており、議論を見守る。
不登校児童生徒187名への対策として不登校特例校の設置は。
現状の対策に加えて設置すべきかは慎重な吟味が必要だ。

多くの小学校で猛暑・真冬時にうさぎ等の飼育動物を屋内飼
育にしたことを評価するが①室内飼育環境は②井之頭小・五小
をはじめ、各学校改築計画での飼育動物に関する検討状況は。
①獣医師の指導の下、適切な環境で飼われていると考える②
改築懇談会の中で検討するが、各校の詳細は把握していない。
地域防災計画に災害時の動物救援本部設置や保護・譲渡等が
新たに示されたが、エコｒｅゾートの活用や体制整備の予定は。
発災時はエコｒｅゾートを動物救援本部とする。また獣医師
会等と協力し救護活動への知見を深め、マニュアル改善を図る。
エアコンの①設置支援は②公共施設での急な故障時の対応は。
①生活保護制度の電気代の夏季加算を市長会で要望している
②部屋の移動や扇風機の使用、施設間の連携等を想定している。

関東大震災の発生当時、朝鮮人が暴動を起こした等のデマが
広がり、多数の朝鮮人や中国人などが虐殺された。震災という
混乱時において、不確かな情報が広がることの危険性を現在に
おいても教訓とすべく、歴史を伝えていく必要があるが見解は。
震災の混乱の中で不確かな情報や人々の差別感情によって生
じた過去の状況から学び、今後に生かす必要があると考える。
現行の保険証廃止後、無保険状態になる被保険者が出ないよ
うに市としてどのようなことができるか見解を伺う。
被保険者が医療機関を受診しにくくなる等の不利益がないよ
う、職権による資格確認書の交付等、遺漏のないように努める。
国に対し健康保険証廃止の中止を求めるべきだが見解は。
廃止を見直し、当面は保険証を存続することを求めていく。

コスモズの保育園補助金不正受給問題に関し、不正受給額が
不明確なら全額の決定取り消しをせざるを得ないが市の見解は。
全額の決定取り消しも考えられる。弁護士と相談し対応する。
学校改築に関連して二中と六中の統合が検討されているよう
だが、決定事項ではなく、選択肢の一つという認識でよいか。
二中と六中の統合は決定したものではない。
レーサムから吉祥寺本町１丁目プロジェクトという資料によ
る提案をいつ受けたのか、日付までしっかり伺う。
記録がないため、日付は答えられない。
学校の改築問題を最優先にするため、多額の税金がかかる保
健センター増築計画について市民の声を受けて縮小しないのか。
必要な事業だと認識しており、現時点で縮小する考えはない。

本間まさよ　議員 藪原太郎　議員

木﨑 剛 議員 川名ゆうじ　議員

深田貴美子　議員 蔵野恵美子　議員

橋本しげき　議員 小林まさよし　議員
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　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、
議会活動の一つの基盤となります。
※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。
議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議
会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ� ☎６０－１８８４
道場　ひでのり　　きくち　由美子
ひがし　まり子　　小林　まさよし
木　﨑　　　剛　　小美濃　安　弘
与　座　　　武　　　　　　　　　

立憲民主ネット� ☎６０－１８８９
藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党� ☎６０－１８８７
大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団� ☎６０－１８８８
橋　本　しげき　　三　島　杉　子
本　間　まさよ　　　　　　　　　

日本維新の会武蔵野市議団� ☎６０－１８８５
深　田　貴美子　　東　山　あきお

みらいのムサシノ� ☎６０－１８９０
笹　岡　ゆうこ　　さこう　も　み

ワクワクはたらく� ☎６０－１９４４
宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

会派に属さない議員� ☎６０－１９０９
山　本　ひとみ　　下　田　ひろき

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

武蔵野市議会ホームページ

▶インターネット議会中継
本会議、常任・特別委員会の模様を市議会ホームページで生中継しています（生中
継の日程は「会議の日程」のページをご覧ください。）。
録画中継は、生中継終了後３日程度（土曜日・日曜日・休日を除く。）で、ご覧いただ
けます。

武蔵野市議会 検 索

会議のライブ中継や録画配信、議員の紹介や議案の審議結
果等の情報を掲載しています。

https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が閲覧・検索でき
ます。会議終了後約２か月程度でデータをアップします。

令和５年度より、市議会インターネット中継の生中継を行った当日中または
翌日中（土曜日・日曜日・休日を除く。）に、速報版の映像を配信しています。

インターネット中継（速報版）を実施しています
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第３回定例会

【市長提出議案（14件）】
●武蔵野市高齢者福祉サービス事業の利用に関する条例の一部を改正す

る条例 �  可決（全会一致）
※税制改正に対応するため、介護予防・日常生活支援総合事業の利用料の算

定の基礎となる合計所得金額の規定等を、意図せざる影響や不利益が生じ
ないように変更するなどの改正をするもの。

●武蔵野市市民農園条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致）
※御殿山市民農園および御殿山第２市民農園の廃止に伴い、所要の改正をす

るもの。

●武蔵野市みどりの保護育成と緑化推進に関する条例の一部を改正する
条例 �  可決（全会一致）
※武蔵野市の他の補助の対象となる費用についても、保存樹林等の維持管理

に要する費用の助成を可能とするなどの改正をするもの。

●武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例 �  可決（賛成多数）
※下水道の使用料の料率を改定するもの。

●武蔵野市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例�  
 �  可決（全会一致）
※空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に伴い、法律の引用条項を変

更するもの。

●令和５年度武蔵野市一般会計補正予算（第５回） �  可決（全会一致）

●令和５年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回）�  
 �  可決（全会一致）

●武蔵野市立第一中学校改築工事請負契約 �  可決（全会一致）
※第一中学校の改築工事を行うもの。契約金額は37億9,170万円。

●武蔵野市立第一中学校改築に伴う電気設備工事請負契約�  
 �  可決（全会一致）
※第一中学校の改築に伴う電気設備工事を行うもの。契約金額は４億5,312

万3,000円。

●武蔵野市立第一中学校改築に伴う機械設備工事請負契約�  
 �  可決（全会一致）
※第一中学校の改築に伴う機械設備工事を行うもの。契約金額は８億2,940

万円。

●令和４年度武蔵野市決算の認定について �  認定（賛成多数）

●令和４年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について� 
 �  可決及び認定（全会一致）

●令和４年度武蔵野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい
て �  可決及び認定（全会一致）

●令和５年度武蔵野市一般会計補正予算（第６回） �  可決（賛成多数）

【諮問（３件）】
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（３件）�  

 �  異議なし（全会一致）
※人権擁護委員に吉

よし

安
やす

晶
あき

子
こ

氏、西
にし

上
かん

原
ばら

節
せつ

子
こ

氏および伊
い

藤
とう

惠
けい

子
こ

氏を再度推薦す
ることについて、市議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（１件）】
●健康保険証の存続を求める意見書 �  否決（賛成少数）

議案等審議結果（議決）一覧

議案等に対する各議員の賛否結果については、市議会ホーム
ページに掲載しています。


